
四 無 擬 解 に つ い て

古 坂 紘 一

よ く知 ら れ て い る よ う に, Dharma-pratisamvids Artha-P°, Nirukti-po, Prati-

bhana-p°と い う 四 項 目 の 法 数 は, わ が 国 で は 四 無 磯 解, 四 無 擬 智, 四 無 擬 弁, 

あ る い は 単 に 四 無 擬, 四 弁 な ど と 呼 び な ら わ さ れ て 来 た。

 Har Dayal は The Bodhisattva Doctrine in Buddhist Sanskrit Literature

(London, 1931) の 中 で, こ の 法 数 に つ い て 詳 説 し, pratisamvid に 対 応 す る パ ー

リ語 が patisambhida と な っ て い る こ と の 理 由 に つ い て 次 の よ う に 推 定 し て い る。

四無 擬 解 (patisambhidas) は, 異 った 用語 の長 い リス トを掲 げ て い る Digha-Nikaya

 の Sahgiti-suttanta の 中 に言 及 され てい ない とい うこ と は奇 妙 な 事 実 で あ る。 し か も

 Sahgiti-suttanta は初 期 仏 教 史 の 比 較 的 後 の 時 代 に 属 す る の で な け れ ば な ら な い。 と

 い うの は そ れ は 体 系 的 な 教 理 問答 の 一 種 だ か ら で あ る。Khuddaka-Nikaya 所 属 の

 Patisambhida-magga (「無擬 解 道 」) も仏 教 文 学 の 初 期 の産 物 と見倣 す こ とは で き な い。

 そ こ で, 仏 教 徒 は pratisamvid とい う Skt. 語 を何 らか の バ ラ モ ン教 的 な 筋 か ら借 用 し, 

 Pali 語 の著 作 者 が それ を不 正 確 にPali語 に 訳 し 〔patisambhida と し た 〕1) と い う こ と

 が, か な りの 程 度 可 能 性 の あ る こ と と して論 じ られ よ う2)。

と述 べ, "pratisalpvid" が 古 い 形 を た も っ て い る 綴 り で あ る, と 見 倣 し た の で あ

る。 そ し て, 彼 は そ の pratisarpvid と い う用 語 が, そ れ ま で の 研 究 で は 「理 解 ・

知識 ・分 析 」 等 の 識 別 能 力 と し て訳 出 され る傾 向 が強 か った こと を批 判 し, それ

が 特 に 「プロパ ガ ン ダ (説法) の た めの 完 全 な知 識 」 で な けれ ば な らな い こ と を

種 々の 経 論 を もと に し て論 証 し た。

さ て, こ の pratisarpvid の 二 つ の 接頭 語 を 分 析 し て,『 阿 毘 達 磨 順 正 理 論 』

(AJ) は, 有 余 師 の説 と して, prati- は 「現 前 」 の意 味, sarp-は 「無 倒 」, vid-

は 「智 」 の 意 味 で あ る とい う。 即 ち全 体 で 「現 前 に無 倒 に知 る こ と」 を意 味 す る

と解 して い る。 一方, Mahayana-satralamkara (『大乗 荘厳 経論』: MSA) で は,「 各

自 (Pratoramam) 平 等 性 (samatam) を 了解 し, そ れ に も とつ い て後 に, 理 解 す る

こと (pravedana) が, 一切 の疑 念 を除 滅 す る た め に は た ら くの で, pratisarpvid

と言 い表 わ され る。」 と解 釈 す る。 そ の よ うに, この概 念 の 解 釈 は, 仏 教 内 で 必

ず し も一 様 で は なか った。 また 南 伝 と北 伝 の 仏 典 の 間 で も少 し と らえ 方 が ちが っ
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(132) 四無擬 解に ついて (古 坂)

てい る よ うに思 わ れ る。 そ こで, ま ず通 仏 教 的 に 四無 擬 解 が どの よ うに と らえ ら

れ てい た の か, そ の あ らま しを考 え な お して み た い と思 う。

まず 注 目 さ れ る の は,『 喩伽 師 地 論 』 菩 薩 地 の 「菩 薩 相 品」(Bodhisattva-linga-

patala) に お い て, 菩 薩 の 五 つ の特 相 が 述 べ られ る が, そ の 際 「四 無 擬 解 」 が 菩

薩 の特 徴 的 な能 力 に と って極 め て重 要 な要 素 と され て い る こと で あ る。 菩 薩 の 五

つ の特 相 の うち, 前 の 四相 は, (1) 哀 慰 (anukampa), (2) 愛 語 (priyavadita), 

(3) 勇 猛(vairyam), (4) 紆 手 恵 施 (mukta-hastata) で あ る が, 最 後 の (5) 能 解

甚 深 義 理 密 意 (gambhirartha-samdhi-nirrnocanata), 即 ち深 い 意 味 と そ の 構 造 連 関

を理 解 す る ことの 本 質 につ い て, 同書 で は,

(skt.) 

catasrah pratisamvidah 

tasam eva cabhinirharaya 

samyak-prayogikam 

jnanam 

ayam 

bodhisatvanam 

gambhirartha-sandhi-

nirmocanatayah 

svabhavo 

veditavyah/

(Tib.) 

so-so yarn-d. ag-par-rig-pa bshi darn/ 

de-dag-nid mnon-par-sgrub-pahi phyir 

yarn-dag-pahi sbyor-ba las byun-bahi 

ses-pa

hdi-ni/ 

byan-chub-sems-dpah-rnams-kyi 

don dan dgons-pa zab-mo 

nes-par-hgrel-bahi 

no-bo-nid yin-par 

rig-par-byaho/

(玄) 若諸菩薩 四無擬解 及即於彼 無倒引発 正加行智 是名能解甚深義理密意3) 

四無畷解, およびそれらを引き発すための加行 (方便) からなる智, これが諸々の菩薩の

能解甚深義理密意の自性であると知られるべきである。

と説明されている。そして この第五相は, 六波羅蜜の うちの禅定 と智慧の波羅蜜

に包摂されるとい う。そのように, 喩伽行派系統の大乗仏教では, 四無擬解が菩

薩の特徴として必然的に具わるべき重要な徳 目または能力, 而 もその中でも特に

本質的な要素 として積極的に言表 している。

また 『十地経』では, 四無擬解によって説法をす ることが第九善慧地の菩薩の

特徴とされ, 一々の無擬解によって何を知 り, どのように説法をするかが述べら

れているが, それも四無擬解の価値を高 く評価する立場に立つ大乗仏教の見解を

示 している。その 『十地経』の内容は 『菩薩地』の 「住品」(Vihara-patala) にお

いて概説 されているが, 第九地に相当する第十一住をそこでは 「無擬解住」(pra-
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四無磯解 について (古 坂) (133)

tisamvid-vihara) と名付 け, それ を定 義 し て, 

 その極 めて清浄 で不動 の智慧三昧 (prajna-samadhi) に依止 して広大 な智慧 (mahamati-

 vaipulya) を得 て, 他の人 々の為 に無上 の説法 (dharma-samakhyana) をお こして, 諸

 法 の同義語 と, 意義 と, 語源 と, 区分 とを弁別す る住 である4),

とい う。 そ して此 の住 の菩 薩 は

 説法 (dharma-desana) に巧 みで, 教説 ゐ所作 に善巧 であ り, 無量の陀羅尼 を獲得 し,

 一切 の音声 の部分 の分析 に善巧で あ り, 尽 きることの ない弁才 (aksaya-pratibhana) の

 す べての種類 に関 して大法 師 (maha-dharma-bhanakatvam) とな り, その よ うな種類

 の法 の保持 とそれを受け とる能力 をそなえていて, お よそ菩 薩の無擬解 (pratisamvid)

 に よって引き発 こされた ことば (vac) をもち, その ような 種類 の 法座 (dharmasana)

 に坐 り, そ こにおい てあらゆるところで法 を説 き, あ る限 りの法門 をそなえ, それに よ

 って衆生 を理解せ しめ, 喜 ばせ る事業 に従事す る力 をそなえてい る5),

と説 明 され る。

 さて, 四無 擬 に つ い て比 較 的 詳 し く説 明 し て い るい くつ かの 文献 の 中か ら, 各

々 の無 擬 解 の作 用 と そ の対 象 に関 す る表 現 を と り出 す と, 次 の表 の よ うに ま とめ

る こと が で き よ う。文 献 名 の略 号 は次 の 通 りで あ るが, 表 の 中 で そ の略 号 の右 側

に大 文 字 で表 わ し た (ま た は/印 の左 側 の) 語 句 は, そ れ ぞ れ の無 擬 解 に よ って

行 わ れ る作 用 を示 す。/印 の右 側 は, その 作 用 が 及 ぶ 対 象 (目 的語) を 示 す。

ABBREVIATIONS

AbhK: ABHIDHARM-KOSHABHASHYA of VASUBANDHU, ed. P. Pradhan (Patna,

1967), pp. 418-20

AJ: 阿毘 達磨 順正理論, 衆賢造 ・玄婁訳, 大正蔵 XXIX, P. 750 c, f.

AS: ABHIDHARMA SAMUCCAYA of ASANGA, ed. by P. Pradhan (Santiniketan,

1950), pp. 96-7; TH No. 4049; 大 正蔵 No. 1605

BBh: BODHISATTVABHLTMI, ed. by U. WOGIHARA (Tokyo, 1971), p. 258; TH

No. 4037; 大 正 蔵 No. 1579

DCR-1, 2: 大 智 度 論, 龍 樹 造 ・鳩 摩 羅 什 訳, 大 正 蔵XXV, p. 246 a, f.

HS: 品類 足 論, 世 友 造 ・玄斐 訳, 大 正 蔵 XXVI, p. 719 a.

Mln: THE MILINDAPANHO, ed. by V. Trenckner (London, 1962), p. 340

MSA: MAHAYANA-SUTRALAMKARA, ed. par S. Levi (Paris, 1907), p. 139

PM: PATISAMBHIDAMAGGA, ed. by A. C. Taylor (London, 1905), pp. 88-91

Vbh: The Vibhanga, ed. by Mrs. Rhys Davids (London, 1904), pp. 293f.

I DHARMA-PRATISAMVID (DHAMMA-PATISAMBHIDA)
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(134) 四無畷解 について (古 坂)

Pali 1

1 PM: PATIVID/ dhamma ((saddha, viriya, sati, samadhi, pann. a) indriya, bala; 

(sati, dhamma-vicaya, viriya, piti, passa, samadhi, upekkha) sambojjharnga;

samma (ditthi, sankappo, vaca, kammanto, aj-ivo, vayamo, sati, samadhi))

2 Vbh: NANA/dhamma, dukkhasamudaya, dukkha-nirodhagamini patipada, hetu,

jaramarana-samudaya, jararuarananirodhagamini patipada, sarikharasamudaya, 

sankharanirodhagamini patipada; sutta, geyya, veyyakarana, gatha, udana, 

itivuttaka, jataka, abbhutadhamma, vedalla; (kusalakusala-) dhamma 

3 M1n: KATHA/dhamma, amata, asankhata, nibbana, sunnata, animitta, 

appanihita, aneja

Abhidharma 

1 AbhK: AVIVARTYA-JNANA/nama, pada, vyanjana

2 HS: 不退 智/名 句文 身

3 AJ: 無退 智, 縁/能 詮法 名句 文身

4 DCR-1: 無滞, 分別/一 切 名字 幽

Mahayana

1 BBh: AVIVARTYAM JNANAM/sarva-dharmanam sarva-paryaya

2 AS: AVYAGHATA/sarva-dharma-paryaya 

3 MSA: JNANA/nama-paryaya

4 DCR-2: 通達無滞/所 説名字言語

II ARTHA-PRATISAMVID (ATTHA-PATISAMBHIDA)

Pali

1 PM: PATIVID/(adhimokkha, paggaha, upatthana, avikkhepa, dassana) attha;

(assaddhiye, kosajje, pamade, uddhacce, avijjhaye) akampiyattha; (upatthana,

pavicaya, paggaha, pharana, upasama, avikkhepa, patisarnkhana; dassana,

abhiniropana, pariggaha, samutthana, vodana) attha 

2 Vbh: NANA/attha, dukkha, dukkha-nirodha, hetuphala, jaramarana, jara-

marana-nirodha.......sankhara, sankhara-nirodha, bhasitassa attha, (kusalakusala)

dhalnmesu vipaka 

3 Mln: KATHA/attha, karana, hetu, naya 

Abhidharma 

1 AbhK: AVIVARTYA-JNANA/artha

2 HS: 不退智/勝 義

3 AJ: 無退智, 縁/州 切法所有勝 義
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四無凝解 について (古 坂) (135)

4 DCR-1; 分別/総 相別相

Mahayana

1 BBh: AVIVARTYAM JNANAM/sarva-dharmanam sarva-laksana 

2 AS: AVYAGHATA/laksana, abhipraya 

3 MSA: JNANA/laksana, yasya arthasya tan nama

4 DCR-2: 通達無滞/諸 法 実相

III NIRUKTI-PRATISAMVID (NIRUTTI-PATISAMBHIDA) 

Pali

1 PM: PATIVID/(dhamme, atthe) byan jananiruttabhilapa: nana nirutti 

2 Vbh: NANA/dhamma-niruttabhilapa

3 M1n: KATHA/nirutti, pada, anupada, akkhara, sandhi, byanjana, anubyanjana,

vanna, Sara, pannatti, vohara 

Abhidharma

1 AbhK: AVIVARTYA-JNANA/vac (ita)

2 HS: 不退智/言 詞

3 AJ: 無退智, 縁/諸 方域 俗聖言詞

4 DCR-1: 分別荘厳, 能令人解/言 辞

Mahdyana

I BBh: AVIVARTYAM JAANAM/sarva-nirvacana 

2 AS: AVYAGHATA/janapada-bhasa, anuvyavahara, dharma-nirvacana 

3 MSA: JNANA/vakya; pratyekam janapadesu yd bhasa

4 DCR-2: 随其所応能令得解/語 言

IV PRATIBHANA-PRATISAM VID (PATIBHANA-PATISAMBHIDA)

Pali 

1 PM: PATIV1D/(dhammesu, atthesu, niruttisu) nana 

2 Vbh: NANA/nana 

3 M1n: KATHA/patibhana, opamma, lakkhana, rasa 

Abhidharnaa 

1 AbhK: AVIVARTYAIM JNANAM/yukta-mukta-abhilapita, samadhivasi-

samprakhyana

2 HS: 不退智/無 滞応理言詞, 等持 自在顕示

3 AJ: 無退智, 縁/応 正理無滞擬説, 自在定慧二道

4 DCR-1: 説, 開演/有 道理

Mahdydna
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(136) 四無擬解 について (古 坂) 

1 BBh: AVIVARTYAM JNANAM/dharmanam sarva-prakara-pada-prabheda 

2 AS: AVYAGHATA/dharma-prabheda 

3 MSA: JNANA/jnana; svayam yat pratibhana

4 DCR-2: 能説/一 切(字, 語, 法): 一(字, 語, 法) 中

これ らの法数の順序は必ず し も一定 してい る訳 ではない。第一 の Dharma-

pratisamvid 法 と第二の Artha-po 義無擬の順序は, パーリ仏典では多 くの

場合逆になっているが, AJで はその二無擬の前後関係について次のように説明

している。1「 経では義を先に, 法を後にし, 諸の対法 (Abhidharma) で は法

を先にし, 義を後にする。法を聴 く者 〔即ち対法 の立場〕におい ては, 先 に名

〔としての法〕を分別 し, 既に正しく名を知れば次に其の 〔意〕義 を尋ね る。正

しく 〔意〕義を知 り終ると, 他の為に説 こうとする。次に必ず滞ることなく説 く

智を求めるべきである。 この次第によって名が先にある。然 しこの四者のうち, 

義の智が最勝である。その他はその助伴であるので, 〔経では〕義が先 に在 る」

と。因みにPMで もその論母においては義が先, 法が後に掲げられるの に対 し

て, 釈説文では多 くは法無擬を先に釈説している。またVbhで は後述するよう

に法を因, 義を因の果または異熟 として説明し, 因の法を先に, 果の義を後に述

べているので, この法数の順序を因と果としての認 対象の発生の順序 と解 して

いることが推察される。なお, 北伝仏典でもDCRで は, その小乗的解釈の場合

も大乗的解釈の場合 も, 義 無擬智を筆頭 に挙げているが, その理由は同書が義を

「諸法実相」と解 していることと関連をもつと思われる。

 さて, PMで は, 法無擬を信 ・精進 ・念 ・定 ・慧の五根 ・五力, 吏には七覚支 ・

八正道などの徳 目に通達することとしてとらえるのに対し, 義無擬を, 勝解 ・精

勤 ・近住 ・無散乱 ・見の五義のほか, 不信 ・癬怠 ・放逸 ・悼挙 ・無明とい う大煩

悩地法において不動であることなどの義に通達することと解釈 している。いわば, 

法を徳目とし, 義を事実としての種 の心理的状況とする解釈である。

 Vbhで は, 法が苦乃至行の集, 苦滅または行滅に至る道, つまり苦 または苦

滅の因, 義が苦または苦滅そのもの, 或いは善不善の異熟果であるとされる。法

を因, 義を果とするのである。しかしまた同じVbhに おい て, 法が九部経, 義

が説かれたことの意、味であるともいわれる。 この解釈は, アビダルマ乃至大乗の

解釈にやや近づいている。

一方, Mlnで は, 義を因とし, 法を浬架などとするので, Vbhの 義と法に関

する因果の対応のさせ方 とは逆の関係になってい る。しか しMlnで は,「四無
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磯解の宝をそなえた比丘は衆会に近づ くも無畏にして近づき義無礫解を問ふ もの

あらば・義を話すに義を以てする」云々と述べて, 四無擬解 が問答 に蓄 ける自

信 ・勇気を含意することを示唆 している。これは大乗の場合 とも共通しうる理解

と思われる。

 ともかく, パーリ仏典では義と法の内容に関する解釈が, 因果等の事象あるい

は徳目的理念などの範囲の中で揺 らいでいたのに対して, アビダルマと大乗の論

典ではそれ らを一貫して言語の要件としてとらえている。しかも, それらの間で

は法無擬の法を名辞または概念として解し, 特にAJで は名旬文身が 「能 く諸々

の所詮の義を持 し, 及び軌として解を生ずるが故に 〔それらを〕法 となす」 と述

べて, いわゆる 「能持自性, 軌生物解」とい う, 有名な 「法」の一般的定義がこ

こでは実に名句文身が法であることの理由として言い表わされている, つまり義

を保持するが故に名句文身が法であるとい う解釈が施 される点が注 目される。 こ

 のように名辞の本質が, 対象を指し示す点にあるとするのではなくて, むしろ意、

 味 を保 持 す る と い う点 に あ る とす る理 解 は, 仏 教 の 言語 観 の あ る側 面 を示 し て い

る の で は な い だ ろ うか。

 なお, ア ビダル マ のHSとAJで は共 に義 を勝 義 (paramartha) と規 定 し, 他

方 大 乗 の 諸 論 典 で は 法 を 異 門 (paryaya: 同義語) ま た は 名 字, そ し て 義 を 相

(laksapa: 特徴) と規 定 し て い る こ と も見 逃 せ な い。

 次 に Nirukti-po 辞 無 擬 解 ま た は詞 無 擬 につ い て は い ず れ の 場 合 も 言語 そ の も

の の理 解 能 力 と して規 定 して い るが, BBhとASに お い て nirukti を こ とば の

語 源 (nirvacana) と規 定 し, ま たAJ, AS, MSAで nirukti を諸 々 の方 言(言 い換

えれ ば広 義 の外国語) の こ とを意 味 す る と も述 べ て い る点 が注 目 され る。 そ の よ う

にい わ ば 語 学 的 な 認識 が 四無 擬 の 一 要 因 と され て い た こと は, 仏 教 が世 界 宗 教 と

し て弘 ま るた め に 必 要 で あ った 言語 に よ る布 教 伝 道 活 動 を重 視 して いた こ と を物

語 って い る。

最 後 の Pratibhana-po 弁 無 擬 解 ま た は楽 説 無 擬 につ い て は, BBhとASは 「法

の 区分 を知 る こ と」 で あ る と い うが, PM, Vbhあ るい はMSAの 場 合 の よ うに

この無 擬 解 は智 を智 る こ と (智 の智) と言 わ れ る こ とが 多 い。 しか し そ の 智 の 智

を規 定 してMSAで は特 に 自己 の 説 法 (pratibhana) を知 る こ とで あ る と述 べ て い

る。 ま たAbhK, HS, AJに よれ ば, 理 に応 じて説 き示 す こと お よ び 三 昧 に お い

て 自在 で あ る こと の顕 現 を知 る こと で あ る, と され る。BBhな どで い う 「法 の

区分 を知 る」 こと も, 結 局 説 法 に よる開 示 の 前 提 と して の認 識 を意 味 して い る。

-332-



(138) 四無擬解 について (古 坂) 

と い うの は,「 菩薩 は この 四 種 の法 に よ って, 一 切 の法 を 自 ら善 く完 全 に 覚 る よ

うに な り・ し か も他 にお い て 〔それ ら を〕 開 示 (prakas) す る。 そ れ 以 上 に は 自

ら善 く完 全 に覚 る こ と は も はや な い。 況 ん や 他 に 開 示 す る に お い て を や6)」 と

BBhで 説 かれ る か ら で あ る。

 以 上 の よ うに み て くる と, pratisalpvid は単 な る 「分 析 」 の こ とで はな く,「 説

法 の た め の完 全 な知 」 で あ る と い う Dayal の 指 摘 は正 鵠 を射 てい る と い え よ

う。 しか し, そ れ は 自己 の 内 面 的 な 観 察 を と もな う精 神 的充 実 即 ち三 昧 ま た は禅

定 に基 づ い た智 で あ る, と い うこ と を忽 せ にす る こ と は で き な い で あ ろ う。AS

で は次 の よ うに規 定 し て い る。 即 ち

 法無擬 解 とは何か とい うと, 禅 定に依 拠 して一切法の異門において無擬 が完全 に具 わ っ

 た三昧 と般若 (及びそれに相応 した心心所法) であ る7),

と。 義 ・辞 ・弁 無 擬 に つ い で も同様 の説 明 が行 わ れ て い る。 先 述 のBBhの 無 擬

解 住 の定 義 に も 「三 昧 に依 止 」 す る こ とが 言 及 され た。 また ア ビ ダル マ に お い て

は特 に弁 無 磯 解 の一 要 素 が三 昧 にお け る 自在 で あ る こ と と され た の を考 え合 わせ

る と, 四無 擬 と禅 定 乃 至 三 昧 と の間 に密 接 不 可 分 の 関 係 が あ る こ とは 十 分強 調 さ

れ ね ば な らな い こと で あ る。

 要 約 して い え ば, 禅 定 (三昧) に基 づ い た 四無 擬 解 を身 に つ け て 教 化 活 動 と し

て の説 法 を行 う こ とが, 仏 教 者 に要 請 され た重 要 な (大 乗 仏 教 で は最 も重 要 な) 

宗 教 的行 為 の 一 つ で あ った と い え よ う。

1) 以下 引用 文中の 〔 〕 内は筆者補足。

2) p. 261.

3) BBh, p. 301; デル ゲ版157b; 大正蔵30, p. 549下。

 4) BBh, p. 321; デル ゲ版166a; 大正蔵30, p. 553下。

 5) BBh, p. 353; デル ゲ版183a; 大正蔵30, p. 561中。

 6) BBh, p. 258; デル ゲ版137a; 大 正蔵30, p. 539中。

 7) AS, p, 96; デルゲ版113a; 大正蔵31, p. 691上。() 内は玄 訳 (大正蔵) に

よる。

(本稿 は昭和59年 度 文部省科 学研究 費一般研究 の研究 (c) 成果 の一部 である)

(大阪教育大学助教授)
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